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部門 新築 建物種別 住宅（戸建住宅）

建物名称 － 所在地 －

用途 戸建住宅 延床面積 －

設計者 － 施工者 －

事業期間 平成23年度～平成25年度

参考図

概評

これまでに実績ある北方型住宅の要素技術をベースに、断熱性能の向上、高効率設備や再生可能エ
ネルギーの利用を組み合わせ、さらなる省CO2を図る産学官の意欲的な取り組みとして評価した。道内

の住宅事業者、設計事業者、住まい手に対し、設計、居住の各段階で、省CO2マネジメントを実施する

各種ツール開発、アドバイザー育成を着実に進めることで、寒冷地における省CO2型住宅のさらなる波

及・普及につながることを期待する。

低炭素社会の実現に向けた北方型省CO2

マネジメントシステム構築プロジェクト
（PPPによる省CO2型住宅の全道展開に向けた取組み）

北方型住宅ＥＣＯ推進協議会

事業
概要

提案
概要

北方型住宅の次世代スタンダードとして、高断熱な外皮性能等ベースに、高効率設備や北海道の地域
環境に適した再生可能エネルギーを積極的に活用し、大幅なCO2削減を目指す。産学官はもとより道民

とも連携しながら効果を検証・共有できる仕組みとして設計支援、効果検証、ライフスタイル支援の各種
ツール開発、アドバイザー育成など、「北方型省CO2マネジメントシステム」を構築し、省CO2型住宅の普

及促進と同時に道民・事業者の環境意識の向上を図る。

【省エネルギー目標性能】

※以下のいずれも満たすこと

・運用CO2を60%以上削減

・Ｑ値：1.2 W/m2K以下

かつ Ｃ値：1.0cm2/m2以下

積雪寒冷地対応型
・太陽光発電装置

or 太陽熱利用装置

・空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ
暖房設備

・地盤＋躯体熱容量活用ｼｽﾃﾑ

・高断熱窓
＋ﾊﾟｯｼﾌﾞｿｰﾗｰ

・構造材、内装材等
への地域材活用

・高効率照明（LED）

・高断熱外皮

・高断熱基礎

・熱交換換気設備

・空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式給湯器

 
北方型省CO2マネジメントシステムの構築
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省エネ住宅の建設

意識啓発の取組み

(仮称)住まいの
省CO2ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ育成

設計支援
ﾂｰﾙ開発

効果検証
ﾂｰﾙ開発

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ
支援ﾂｰﾙ開発

汎用版支援ﾂｰﾙ
の一般への公開

提案の成果

省CO2型住宅の
全道展開

国内外への
展開

CO2排出量60%超
削減住宅の建設

協議会
更なる省CO2化
(70%超削減)

協議会

・北方型住宅基準への反映

・道内外への普及啓発
北海道

・ﾂｰﾙ開発･改良
・技術検証
・技術開発

北総研

ﾃﾞｰﾀ測定

目標CO2排出量
達成のための
設計支援

建築主へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

省CO2生活の見える化
自己ﾁｪｯｸ

性能設計検証

省CO2型住宅の建設

検証 検証

提案の効果

・道内新築着工戸数：12,000戸
・戸当たりCO2排出量Ave .80%削減

：1.9 t･CO2/戸･年
・CO2排出量：22,800 t･CO2/年

将来

93,600 t･CO2 /年
削減！

・道内新築着工戸数：12,000戸
・戸当たりCO2排出量

：9.7 t･CO2/戸･年
・CO2排出量：116,400 t･CO2/年

現状
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トップランナー基準

相当のCO2排出量上限

60%超減

現況の北方型住宅

のCO2排出量

今回提案のCO2排出量

(ZEHに向けた下地づくり) ガス熱源

ガス熱源

灯油熱源

灯油熱源

電気熱源

電気熱源

＊1次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量で規定されている

ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ基準によるCO2排出量は、

ｴﾈﾙｷﾞｰ源の種別や使用する機器の
種類により異なる

＊高効率設備、

ﾊﾟｯｼﾌﾞｿｰﾗｰ設計

導入による場合

＊現況設備に

よる場合

＊現況設備

による場合

＊現況設備に

よる場合

創エネによるZEH化


